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異分野融合の要

横幹連関係学会

細分化された個別科学をつなぎ融合

電子情報通信，情報処理，制御，人工知能，シミュレーション，OR，応用数理，品質管理

近未来
の問題
の解決
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新領域融合
研究センター

法人第一期
(2004-2009)

データサイエンスの
三位一体の基盤整備事業
を推進

ライフサイエンス
統合DBセンター

データサイエンス
共同利用基盤施設

法人第三期
(2016-2021)

法人第二期
(2010-2015)

データサイエンスの観点
から大学等の研究活動を

支援

新領域融合
研究センター

ライフサイエンス
統合DBセンター

機構内中心の融合研
究と生命科学分野の
DB統合化を推進

データ中心科学
リサーチコモンズ事業

データサイエンス支援
●データ共有支援
●データ解析支援
●Ｔ型・Π型人材育成

戦略プログラム
●戦略的研究ネットワーク形成
●未来投資型研究プログラム

支援事業（データ共有、デー
タ解析、人材育成等）を中心
とした活動を積極的に推進

情報・システム研究機構全体の取組み
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データサイエンス共同利用基盤施設

生命科学

物理学・化
学

医学・薬学

天文学

人文学金融・経済

地球・環境

共同利用・共同研究

第4の科学

データ中心
科学

アカデミック
ビッグデータ

三位一体の基盤形成
・ データ共有支援
・ データ解析支援
・ DS人材育成

ビッグデータを
活用した研究の推進

国際連携事業

文理融合
プロジェクト

未来投資型
プロジェクト

新公募型
共同研究事業

分野を超えた知識移転・汎化、異分野交流・新分野創成を実現

多くの研究領域における
ビッグデータの出現

社会データ
構造化センター

ｹﾞﾉﾑﾃﾞｰﾀ解析
支援センター

極域環境
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰ

＊H29年度開設予定

人文学ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ
共同利用ｾﾝﾀｰ

＊H29年度開設予定

データ融合計算
支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ統合
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｾﾝﾀｰ



 我が国の問題の根源は、棟梁レベルの決定的不足にある。この解決のため
に国家レベルの拠点を設置して、年500 名規模の「棟梁レベル」の人材育
成をめざし、上層への成長や下層へのトリクルダウン効果も狙う。

 リテラシーレベルや独り立ちレベルの大学教育を加速させるために、主要
10 大学程度で本報告書の提案に基づく人材育成をスタートすると共に、
MOOC などのオンライン教材を整備し、全国への波及効果を狙う。

 社会全体のリテラシーやアウェアネスを向上させるために、全学的教養教
育の実施、国家レベルのフラッグシップ・プロジェクトの推進、コンテスト
の開催、映像素材の充実などの取組を行う。

【提言】ビッグデータの利活用の
ための専門人材育成について

これらの方策を実現するにあたっては、データ
サイエンスを副専攻とするダブルディグリー制
人材育成の推進やスキル認定制度も有効と
考えられる。

大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構

ビッグデータの利活用に
係る専門人材育成に向けた
産学官懇談会
「ビッグデータの利活用のた
めの専門人材育成について」
平成27年7月30日

情報・システム研究機構
統計数理研究所
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①目的等：異分野融合と交流の機会創出。
合宿形式。

今年度は講演・研究紹介・討議
の全てを英語で実施。

②対象等：４機構の若手研究者＋学生。
総研大との共同開催。

（H28実績：参加総数５０名：

ROIS ３２名、３機構８名、
総研大生１０名）

③平成28年度テーマ：「分かり合えるコミュニケーション」

若手研究者育成：
「ROIS/I-URIC  若手研究者クロストーク」

情報・システム研究機構
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国際開発者会議BioHackathon

ライフサイエンス統合データベースセンター（DBCLS）では、生命科学
分野の統合データベース構築のための技術基盤の確立を目的とし、国際開
発者会議BioHackathonを開催している。
最先端のデータ統合技術やその応用についての世界の技術動向を調査・

把握しテーマの決定を行い、国内外の先端技術を用いてシステムやプログ
ラム開発を行っている現場の研究者を参集して開催。

合宿形式で分野横断的に問題解決を行い、

密度の高い情報交換と生産性の高い技術開
発が会議の場でリアルタイムに行われる点
が大きな特徴となっている。

DBCLS はこの分野で世界をリードするハブとして高く評価され、今後も
継続的にリーダーシップを発揮することが期待されており、その成果は
DBCLSの開発する統合データベースの基盤技術として活用されているほか、
研究者コミュニティの共有資産となり論文発表も行われている。

ライフサイエンス統合データベースセンター
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統合データベース講習会：AJACS
(All Japan Annotator/Curator/System DB administrator）

統合データベース講習会：AJACSは、生命科学系のデー
タベースやツールの使い方、データベースを統合する活動
を紹介する初心者向けのハンズオン講習会。

2007年度からDBCLS
が主催。
2011年度からは
JST/NBDCが主催し、
DBCLSは共催。
これまで60余回、全国
各地で開催。

ライフサイエンス統合データベースセンター
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H29年1月時点で、SPARQLthon 51まで開催。
第一回からの累積では、参加者1,275人。

SPARQLthonの開催
ライフサイエンス統合データベースセンター



統計思考院
● 統計数理研究所の今期の中期目標・中期計画にある「統計思考力を備えたT型人材育成によ
る融合研究の推進」を実現するため，新しい統計学の創成を目指す研究者や学生，固有分野の研
究で統計学の必要性を感じた人，などさまざまな人が集い切磋琢磨 しながら「統計思考」の訓練
や研究をする

期待される効果・目的

1. 大規模データを活用したモデリングや研究コーディ
ネーションなど大規模データ時代に求められる統計思
考ができる人材（Ｔ型人材，モデラー，研究コーディ
ネータ）を共同研究の現場で育成

2. 大学教員のサバティカル支援事業や統計数理の成果の
公開普及活動の実施

3. 複雑・不確実な現象に挑戦する新しい研究分野の創成

右：統数研の教員による統計数理の最新
トピックを取り上げる「統計数理セミナー」

⇒研究者修業の一環として，発表者から
の事前ヒアリングを経て，統計思考院特
任助教が打合せ，司会を交代で行う

左：統計思考院セミナー
⇒統計思考院特任助教が企画開催

「統計思考 “道場”」
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統計数理研究所



 問題の適切な位置付けや，課題解決のための相談に対応

 研究者，その他の方々で統計数理に関わる問題，データ解析・統計分析等でお悩みの方に統計
専門家がその難易を見極め，解決に向けて助言を行うプログラム

 相談の内容によって，共同研究へ発展する場合も有

On the Job Training（OJT）として特任助教２名が特命教授（ﾒﾝﾀｰ）2名につき，ともに
対応することで計思考力，統計数理科学およびその応用・方法論等の知識を深化

共同研究
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ申込み

【入口】

担当特命教授・特
任教員・所内教員

等との

【相談】

共同研究等
への発展

【結果】 共同研究 委員の
委嘱等

学会発表・
論文掲載 特許申請

秘密保持
契約締結

その他

受託研究，民間との共同研
究，寄附金，統数研公募型
共同利用，その他として

共同研究スタートアップ
統計数理研究所
統計思考院
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公開講座

＊８割以上が社会人受講者

H27年度14講座開催
総受講者数：911人

職業別
集計

平成27年度受講者内訳

H28年度
前期：７講座開催後期： 7講座開催
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統計数理研究所
統計思考院
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人工知能／ビッグデータ／IoT／サイバーセキュリティ統合プロジェクト
【中核機関：理化学研究所・革新知能統合研究センター（AIP）】に関わる人材育成事業

• 平成28年度「機械学習速習コース」

• e-learning教材作成

対 象 ： 若 手 研 究 者 ・ 大 学 院 生 ・ 企 業 研 究 者 等
（講義内容は、理化学研究所 革新知能統合研究センター
との連携・共同研究等を行いうる水準に設定）

＊関係者のみ参加可能。申し込み受付開始から3日で満席

Scorm 1.2形式で作成、効果測定用にトピックごとにタグ付け

組織連携（MOUや組織長同士の合意）
に基づくデータサイエンス講座企画

一例

統計数理研究所
統計思考院
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統計数理研究所運営会議の外部委員や統計関連学会関係者からのご提案を受けて，平成18年（2007）度より
全国の大学院生および学生のための夏の学校を開催しており，統計数理に係るテーマを一つ取り上げ，１～２
日間の講義を開催してきたもの

平成26（2014）年度からは，公募型人材育成事業ワークショップとのコラボレーション企画

連続10日間のコースとして開催（いわば，統計数理ブートキャンプ）

 連続10日間（休日なし）のブートキャンプ
 本研究分野におけるオールジャパン一流の講師陣
 外国からの著名な講師も招へい

 実践プログラミングまでのスキル向上を目標とする
コース

【参加実績】
H26年度 受講者80名 講師・ﾁｭｰﾀｰ26名
H27年度 受講生86名 講師・ﾁｭｰﾀｰ28名
H28年度 受講生78名 講師・ﾁｭｰﾀｰ27名

＊講師・ﾁｭｰﾀｰには外国人も含む

夏期大学院
統計数理研究所
統計思考院
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• 「受託研究員制度」を利用した産学官
（特に企業）への共同利用提供

• 企業側のニーズに応じた人材育成や人材
交流面でのフォロー

• 共同研究の基盤作り

• 平成27年5月より受入れを開始

 平成27年度実績（3名受入れ）

• キャノン株式会社

• 株式会社ブリヂストン

• SAS Institute Japan 株式会社

 平成28年度実績（4名受入れ）

• 株式会社ブリヂストン

• アズビル株式会社

• 塩野義製薬株式会社

• 株式会社 クニエ

⇒毎週の「統計数理セミナー」をは
じめとする多くの研究集会等を通
した統数研約50名の常勤教員，年
間100名に近い国内外からの訪問
研究者との交流

⇒初級～上級まで幅広いレベルの
公開講座の受講

⇒統計学・数学・情報科学関係蔵
書6万冊を誇るライブラリ，電子書
籍，学術書誌情報の利活用

⇒世界最大級の共有メモリ型
スーパーコンピュータシステム
の利活用 ＊HPCIの利用登録要

◎受託研究員が利用可能な統数研内資源等

データサイエンス・リサーチプラザ
統計数理研究所
統計思考院



「サイエンスによる知的ものづくり」

トップエスイー

トップレベルのIT技術者育成を目的とした教育プログラム

最新のソフトウェア
科学・工学技術

実際の開発現場で
活用するノウハウ×

ソフトウェア科学・工学の基礎から
応用まで学べる科目群を提供

・産学連携で教材開発
・実践に近いリアルな例題で演習
・7シリーズ，43科目

スーパーアーキテクト
(開発現場に最新の開発技術を導入できる人材)

を育成

講義受講

学んだ技術を実践で活かすための
ノウハウを修得する

受講生それぞれの開発現場における

実問題を分析・モデル化し，
最新のソフトウェア科学・
工学技術の導入によって解決

修了制作

・3〜6ヶ月実施

・講師がマンツーマンで指導し
ノウハウを伝授

・考案した解決を実際の開発現場に
導入し，効果測定

・毎年約40名の企業IT技術者を教育

・過去11年で348名の育成実績

・文部科学省科学技術振興調整費
の支援(平成16~20年度)で立ち上げ
・平成21年度より自主事業として継続

・協賛企業54社との協力関係

(日立製作所，富士通，日本電気，東芝
NTTデータ，キヤノン，日本ユニシス等)

・講師40名(産業界25名，学界15名)

実績

http://www.topse.jp

国立情報学研究所
GRACEセンター



「サイエンスによる知的ものづくり」

トップエスイー

http://www.topse.jp

トップエスイーコース

・基本となる1年間の教育コース (年額 557,280円)

・主にソフトウェア科学・工学の基礎技術修得に特化

アドバンス・トップエスイーコース

・1年間の上級教育コース (年額 1,080,000円)

・難度の高い先端的な開発課題の分析と解決に特化

・教科書化もされていない最先端技術・事例を共同で調査するゼミを設置
(クラウド, IoT, ビックデータ, AI, …)

トップエスイー実践プログラミングセミナーシリーズ

・先端プログラミング技術に特化した短期集中セミナー (1日8万円, 2日15万円)

・ビックデータ，AI，Blockchainsなどの先端トピックを時流に応じて実施

トップエスイーコンテスト

・先端的なソフトウェア開発技術を競うオンラインコンテスト

国立情報学研究所
GRACEセンター
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学術ネットワークSOCを通じた
技術職員の育成

国立情報学研究所
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国立情報学研究所

学術研究機関へのベンチマークデータの提供
(2017年を予定)



総合研究大学院大学

20

大学院教育に関する取組
総合研究大学院大学の基盤機関として

全国の国公私立大学との連携

〇大学共同利用機関が有する優れた人材と研究
環境を活用して博士課程の教育を行い、一流
の研究者を養成する総研大の基盤機関として
大学院教育を実施。

〇各機構長が総研大の経営協議会や学長・機構
長連絡協議会に、また、大学共同利用機関等
との連携を強化することを目的とした総研大
のアドバイザリーボードに各機構長が推薦す
る理事が参画するなど、大学院教育の運営に
積極的に関与。

〇各大学共同利用機関は、全国の国公私立大学
から、特別共同利用研究員等として学生を受
け入れ。

〇連携大学院等を通じて各大学院独自の教育方
針と大学共同利用機関の優れた研究環境が融
合した多様な取組が行われており、その役割
は重要。

情報・システム
研究機構

総合研究大学院大学 170

特別共同利用研究員等 31

連携大学院等 55

平成27年5月1日現在

情報・システム
研究機構
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情報・システム研究機構
総合研究大学院大学


